
液化アンモニア事故対応コース 受講者の感想 
 
 

○ 訓練全般 
 液化アンモニアの特性や対処⽅法等を肌で感じることができ、⾮常に勉強になった。 
 ⽇本初の訓練なので、まだまだ知⾒を教えて欲しい。 
 資料だけでなく、実験データも盛り込み説得⼒があった。 
 基本となる考え⽅を学ぶ貴重な機会となった。 
 座学資料はポイントがまとまっており、写真やグラフも多く⾮常にわかりやすかった。 
 MDPC の講習でしか対応できない実習は、⼤変良い経験になった。 
 実際の事故事例に基づいた内容を教育していただけるので、⾮常に参考になった。  
 実際の事故現場では、どのように検知器が扱われるかよく理解できた。 
 教育計画（社員向け）を作成しており、今後も積極的に受講させるプランを考え 

ていこうと思う。 
 ⾮常時対応計画を策定していく過程で、どのような考慮が必要なのか、多くの気付 

きを得ることができた。 
 1 名でも多くの社員に経験してほしい研修だと感じた。継続して開催していただける 

と幸いである。 
 普段は設計業務をしているので、現場で災害が起こった時に何をしなければならな 

いのか⾝をもって体感できた。今後の設計においては、具体的なイメージを持って現 
場及びオペレーターにとって必要な点を抑えたいと思った。  

 動画や PPT を使い理解を促していた点、正解がないものをここまで整理していただ 
いたことに感謝する。 

 液化アンモニア船の荷役・輸送についても教えてほしい。 
 事故事例の原因や対処の解説を聞きたかった。 

 
○ 性状・挙動に関する座学 
 デンスガス、エアロゾルの挙動について理論で納得できた。 
 アンモニアの物性から説明があり、何故そのような挙動を取るのか、イメージしやすか 

った。 
 普段アンモニアを取扱ってはいるが、実際に性状や挙動を考えることがなかったので、

今後どのようにアンモニアを安全に取扱うか考える良い機会となった。  
 



○ 除染実習 
 除染⽅法について、⽔による除染しか考えてなかったが、⾵による除染も有効的だ 

と理解できた。今後の訓練にも取り⼊れたい。 
 除染⼿順を実践的に学べたので職場で活かしたい。 

 
○ 総合演習 
 事故対応及び⼩実験により知識・技術を習得でき有意義な研修であった。 
 実際に体験することで難しさ、苦しさを再認識でき、改めて実働することの重要性を 

感じた。 
 防護服を着⽤すると⾮常に動きにくいことを実感したので、社内で今回の研修を 

PR したい。 
 化学防護服の実習を体験でき、様々な改善点も⾃分なりに体験できて良かった。 
 緊急時の対応や役割など机上と現場では乖離があり、うまく活動が出来なく意思 

疎通の重要性を⾮常に感じた。 
 指揮訓練の重要性を⾝をもって知ることができ、ERP の作成に⼤変参考になった。 
 災害受信から最後の除染まで⼀連の動きが体験できてとても参考になった。 
 除染が完成する前にレスポンスチームが出向く失敗があったが、経験しないとわから 

ないので、貴重な経験となった。 
 ⼊⾨編として、化学物質の取り扱い経験がない⼈向けとして良いものであった。 
 チームブリーフィングの時間がもう少し欲しかった。 
 A・B・C 装備の使い分けに座学と演習のシチュエーションに⼀部⽭盾を感じた。 

 
○ 液化アンモニアを⽤いた実液実験 
 実際の液化アンモニアを使⽤した実験は、⼤変参考になった。 
 実験でアンモニアガスの特性が、⾃らの⽬で確認できたので良かった。 
 実験が全て良かった。社員の基礎教育にそのまま活かせる。 
 座学で学んだアンモニアの特性が、実体験として記憶に残る実習だった。 
 アンモニアを実際に取り扱う者として、実験の⼀部を実習⽣⾃⾝が実施したかった。 
 もう少し規模の⼤きい実験を⾏い、どこまで広がるのか体験してみたい。 
 
       

 
※上記の感想は、令和 8 年４⽉に実施した訓練参加者（24 名）及び令和８年６⽉に

実施した訓練参加者（22 名）から寄せられた感想の⼀部である。 


